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65 歳以上無料⇒3割負担
学校施設無料⇒有料化

自治体の責任放棄の「受益者負担」

財政難の原因 =大型開発こそ正すべき

学校施設――ママさんバレーも有料に

高齢者に冷たい北橋市政

2019 年 4 月 1 日から値上げになる公共施設使用
料の一部。 単位は円。

　財政難は、小倉駅北口のＡＩＭビル ( 年

11.2 億円）、サッカー場 ( 年 2.8 億円 ) など

大型開発の借金払いこそ原因です。さらなる

莫大な市民負担につながりかねない下関北九

州道路を作るなど、許されません。

　市は値上げの理由に、「公共施設の改修・

建替え費の不足」「受益者負担」などをあげ

ていますが、「住民福祉の増進」という自治

体の最も大事な役割を投げ捨てるものです。

　北橋市政はこの 11 年余、敬老祝い金の削減

や健康づくりセンターの廃止など毎年のよう

に高齢者切り捨て策を進めてきました。

　あまりにも高齢者に冷たい市政です。

　学校施設の有

料化が初めて導

入されます。社

会教育法 44 条の

「学校の施設を社

会教育のために、 利用に供するように努めなけ

ればならない」 との趣旨に反するものです。
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市民の切実な声聞
かず、見切り発車

使用料値上げ

ストップ！！

議案質疑に立つ
荒川徹議員

市民活動拠点の値上げ

高齢者 (65 歳以上 ) からの新たな徴収

　今市議会では、公共施設使用料の値上げが決まりました。

　１５８の公共施設を対象に大多数の使用料を 1.5 倍化し、年長

者の無料をなくし、学校施設も有料化します。日本共産党は、自

治体の責任を放棄するものときびしく批判、反対しました。

一般料金
改定案
(参考）

年長者
料金案 回数券

※260 70 62円/回

300 90

600 180

390 110 93円/回

390 110 93円/回

7・8月 390 110 93円/回

その他月 600 180 126円/回
屋内プール

施設名

武道場・柔剣道場

地域交流センター・多目的ホール

自然史・歴史博物館(常設展のみ）

体育館

美術館（常設展のみ）

★美術館、博物館以外は 2時間以内。※は料金改定なし

★共用、一般人のみ。小・中・高は別料金

区分 7・8月
その他

の月
7・8月

その他

の月

1人1回2時間 260 400 390 600

回数券(10枚) 2340 3200 3120 4200

1人1回2時間

回数券(10枚) 3120

現行 改定後

260 390

室内プール

柔剣道場
2340

1時間 全時間

和室調理室 600 140 700

その他の室 350 80 400

6600 2650 10600

4500 1800 7200

第１講習室 1300 460 2300

第２講習室 1600 570 2850

1100 410 2050

350 120 600

ホール

31学習室

生涯学習総

合センター

各市民
センター

大セミナールーム

小セミナールーム

現行
改定後

区分

レディス
門司

ムーブ

★時間帯は 12 ～ 17 時 ( ムーブのみ 13 ～ 17 時、土日別料金 )

市民説明会は 29 回で参加者は 873 人にとどまっています。 20 年前のゴミ袋
有料化時の 336 回 ・ 約 1 万人参加とは比べものになりません。
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市民の切実なくらしの願い届け奮闘

2018 年 6月議会　意見書・決議に対する各会派別賛否表

介護

保険
介護医療院・共生型サービス――
安倍政権いいなりの社会保障切り捨て

　新たな介護施策である「介護

医療院」と、障がい者福祉と介

護保険サービスの併用事業であ

る「共生型サービス」に対応す

る条例が成立しました。

　日本共産党は、新たな介護・

障がい者サービスの切り捨て策

として、これに反対しました

●介護医療院――療養病床の削減・廃止の受け皿と

してつくられる介護・医療併用型の施設。事業の閉

鎖や撤退、退院を余儀なくされるなど、新たな「難民」

を生み出す可能性があります。

●共生型サービス――６５歳以上の障がい者は、介

護保険優先原則が適用されます。障がい者サービス

が原則無料から有料となり、国庫負担も削減される

など、障がい者サービスの後退につながるものです。
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田中 光明反対討論

石田 康高議員 常任委員会

議案31件中17件に反対表明

市当局の姿勢を厳しく批判

教員の深刻な長時間勤務改善のとりくみ切実
――国民のたたかいが、事態を動かす力に

　柳井議員の質問に教育長は、「業務改善プログラム」にもとづくモ

デル校の実施結果など、取り組みの進捗状況を明らかにしました。

　教員の長時間勤務については、日本共産党の論戦や国民のたたかい

などを通して、改善の必要性が政府・文科省を含めて共有され、今年

2 月には文科省が教員の長時間勤務改善の指針となる「事務次官通知」

を出すなど、一定の取り組みが進められています。

　しかし最も大事なことは、教員の抜本的な増員を実現するとともに、

研修の強化や全国学力テストなど、教員と子どもたちを競争に駆り立

て、現場を疲弊させてきたしくみを、大本から変えることです。

　今後も教員がゆとりをもって子どもと向き合える学校づくりへ、大

きく声を上げていきましょう。

子育て中の女性教員の声
　　(柳井議員が質問で紹介）

　「下校後、会議があれば 5 時

になり、その後、入力や他の仕

事をしている時間はない。子ど

ものノート、ドリル、次の日の

授業準備は、すべて持ち帰りと

なる。入力できない分は土日出

勤が当たり前。この状況はおか

しいと思う」

藤元 さとみ 議員

一般質問

　「八幡東こどもと母のとしょかん」

の来年 3 月末廃止方針を、「まともな

説明会もない」「まちづくりの観点か

らも残すべき」と厳しく批判しました。

　ＪＲ若松線の無人化以降、様々な問

題が生れていると指摘。「無人化した

駅こそ、最優先にバリアフリー化を」

の立場でとりくむよう求めました。

東区のまちづくりの立場で
こどもと母のとしょかん存続を

山内 涼成
無人化した駅こそ、最優先
にバリアフリー化すべき

　土砂災害警戒区域の対策工事の進捗

が、完了まで 300 年かかる状況と指摘。

県に早急な整備を求めるとともに、市

主体の予算化・具体化を求めました。

高橋 都
土砂災害対策工事、このまま
では300 年。具体化急ぐべき

　「小倉南区に新しい図書館ができて

うれしいけど、行けない」との声を紹

介し、バスの便の改善を求めました。

「西鉄と協議中」と答弁がありました。

藤沢 かよ
「小倉南図書館・区役所への
交通、西鉄と協議中」と答弁

　教員の長時間勤務改善へ、対策強化

を求めました。市は「残業の縮減目標

を設定する」「月 80 時間以上の時間外

ゼロは目標にしたい」と答えました。

柳井 誠
「教員の働き方改革へ残業
縮減目標もうける」と答弁

　市営住宅の 8 割は換気扇がなく、カ

ビ発生で困っていると指摘。市の責任

でカビ発生状況の調査と、換気扇の設

置を行うよう求めました。

出口 成信
市営住宅のカビ対策と
換気扇の設置を求める

　市が下関北九州道路の調査検討資料の一部しか議会に

提出せず、小倉東断層については、その存在さえ明らか

にしていないことを、厳しく批判しました。

　「公共施設使用料値上げは、市民の理解が得られたとは

言い難い」。介護保険・障がい者福祉の改悪、公共施設使

用料値上げ、下関北九州道路への反対意見を述べました。
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21 13 11 10 1 1

1 地方財政の充実・強化を求める意見書
ハ ー ト フル
北九州 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

2 ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意見書 公明党 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

3 日本年金機構の情報セキュリティ対策の見直しを求める意見書 公明党 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

4 旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見書 公明党 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

5 カジノ実施法案を廃案とすることを求める意見書 日本共産党 ☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 否決

6 麻生財務大臣の辞任を求める意見書 日本共産党 ☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 否決

7
朝鮮半島の非核化と平和体制構築に向け積極的役割を果たすことを
求める意見書

日本共産党 ☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 否決

8 ＴＴＰ１１の批准に反対する意見書 日本共産党 ☓ ☓ ☓ ○ ○ ○ 否決

9 働き方改革関連法案の慎重審議を求める意見書 日本共産党 ☓ ☓ ○ ○ ○ ○ 否決
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市の言い分市の言い分
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　市は、下関北九州道路の調査費

350 万円を補正予算に計上しました。

　大型開発へのきびしい批判の中で

頓挫していた「第二関門橋」計画を、

山口（安倍首相）と福岡（麻生副総理）

選出の政権ツートップのもとで復活

させようという試みです。別名「安倍・

麻生道路」とも呼ばれ、総事業費は

約 2千億円にも上ります。

　しかし今議会では、計画のずさん

さ、市の言い分が疑問だらけである

ことが浮き彫りとなりました。

下関北九州道路のイメージ図

下関～北九州間の「移動時
間短縮」は、実態と乖離

　市は日明～彦島間に新道路をつくれば、下

関と北九州の両市役所間の移動が 23 分にな

り、大幅に短縮できると言います。

　しかし共産党の独自走行の結果では、新道

路を除いても 28 分。当局の実走もほぼ同じ

結果が出ており、新道路も加えれば「23 分」

との差はさらに広がります。

　関門橋の実際の交通量は平成 28 年で

36,000台強と、設計容量72,000台の半分で、

大きく余裕があります。

　またトンネルと合わせた交通量予測も、

最近の調査結果と乖離し、過大に見積もっ

ています。新たな道路は必要ありません。

小倉東断層またぐ計画
安全の保障なし

　計画は小倉東断層をまたいで（上図参照）

います。危険性の指摘に、市は「有識者」

の「支障ない」との意見を紹介しましたが、

安全の保障は何の担保もありません。

関門通行量は、設計容
量の半分で減少傾向

都市間交流が 20 万人⇒
60 万人は、説得力なし

　市は、新道路の建設で両都市間の交流人

口が 20 万人から 60 万人に増えると予測。

しかし数々の架空の数値が前提であり、説

得力はありません。

疑問だらけ

ムダな大型開発ではなく、いのちとくらしこそ優先に
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下関北九州道路（総事業費約 2千億円）


